
かわさき
令和3年5月1日発行
福岡県川崎町［題字］松岡　久代さん（東田原行政区）

第 号142

今年度の議会だよりの表紙は、《大好き かわさき町》がテーマです。
みんなの大好きな川崎町に関する写真のご応募をお待ちしています。
川崎町役場　議会事務局　ご持参または郵送ください
［お問合わせ］　議会事務局　☎72-3000　内線（318・319）

川崎町議会ホームページ

QRコードからもご覧になれます▶

http://www.gikai-kawasaki.com/

川崎町議会 検索

まつおか　　 ひさ  よ

▲元気にうたう緑保育園児たち（P20）
3月14日 町民会館にて

月 定例会議
令和3年度 当初予算可決
議員からのひとこと
6人の議員が登壇 ～一般質問～
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今号からオールカラーになりました！見やすくなってます。GO

はばたけ  かがやけ

　　　　KODOMO第九



土木費
住宅管理事業、大峰・豊州改良住宅改善事業、河川維
持管理事業、道路維持費など。

教育費
小学校・中学校管理費、図書館管理運営事業、給食セ
ンター繰出金など。

歳出の主な内訳

民生費
障がい者支援事業、保育所運営事業、
放課後児童健全育成事業（2340人対象）
地域子育て支援センター費、老人福祉費など。

総務費
コミュニティバス購入費1063万円、
衆議院議員選挙事業1466万円、
結婚新生活支援事業費480万円、
かがやけ川崎応援寄付金事業など。

衛生費
総合健診、がん検診、予防接種などの予防事業、乳幼
児健診などの母子保健事業費、塵芥処理事業など。

3760万円

9386万円

8000万円

本年度

本年度

本年度

本年度

4億9728万円

などを計上

令和3年度当初予算可決
一般会計予算額は、114億1088万円

昨年度より7億9486万円の増

道の駅整備事業

De・愛周辺整備事業

観光交流公園整備事業

かがやけ川崎
　　　応援寄附金事業

かわさき議会だより 第142号 / R3.52
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総務費
18億336万円

民生費
36億8513万円

衛生費10億572万円
農林水産費
1億107万円

商工費
2億4715万円

土木費
9億9304万円

消防費
2億4663万円

災害復旧費
1661万円

公債費
14億1099万円

教育費
6億6315万円

諸支出金
10億4732万円

予備費
8000万円 議会費

1億1072万円

金額については千円以下を四捨五入しています

学校給食センター

国民健康保険事業勘定

1億6772万円

19億5548万円

1559万円

住宅新築資金等貸付事業

2億4060万円

後期高齢者医療

令和3年度予算特別会計



お詫びと訂正
前号（第141号）のP４に以下のとおり誤りがありましたので、訂正してお詫び申し上げます。

当期純利益△６４８３万円誤 当期純利益△６４８万３千円正

令和2年度 補正予算
●一般会計補正予算（第7・8・9号）

●学校給食センター特別会計補正予算（第2号）

△2億8713万円 134億4467万円

1億2500万円
1億1499万円
3743万円
2100万円

△3450万円
△2540万円
△1168万円
△1902万円

△1億9137万円
△1億2860万円
△1730万円
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………………………………………

………………………………………………
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　　………………………………………　
………………………………………　
……………………………………………

……
……
…　
…　
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…　

補正額

137億3180万円

補正前の額 補正後の金額

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

※金額については、千円以下を四捨五入しています。

かわさき議会だより 第142号 / R3.54

△1350万円 1億6645万円

補正額

1億7995万円

補正前の額 補正後の金額

ふるさと納税包括支援業務委託料
新型コロナウィルスワクチン接種事業費
川崎小学校屋内運動場屋根等改修事業
障がい者福祉事業
人件費に要する経費
民間保育園運営事業
健康推進事業
特別定額給付金事業
観光施設推進事業
道路新設改良事業
文化財保護事業

＜主な事業＞



議員はこの職には
就けません
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　運営委託先の変更に伴い、川崎町学童クラブ施設の設置及び管理に関する条例の一部
を削除しました。

　田川市郡で統一した犯罪被害者等の支援を総合的に実施、犯罪被害者等が受けた被害
を回復・軽減し、再び平穏な生活を営むことが出来るよう支援を目的とする。

　令和2年度川崎町立川崎中学校電子黒
板等の備品購入の売買契約を5社による
指名競争入札により1320万円で株式会
社徳野と締結しました。

議員のなり手不足解消・活動範囲の明確化へ
◆行政区長・区長代理
◆社会福祉協議会正副会長
◆商工会議所正副会頭
◆消防団正副団長
◆農業委員会正副会長
◆上記以外で町が30万円以上助成している
　　　　　　　　　　　団体の長及び代理職

政  治  倫  理  条  例  の  一  部  改  正

条  例  の  改  正

全企業へ「永久劣後ローン」融資制度の創設を国に求める
意見書の提出に関する請願

どんな
内容

　コロナ禍により廃業や倒産の危機に面している多くの企業を支えて

存続させ、雇用を維持していくためにも、返済期限を定めない「永久劣後

ローン」の創設を国に求める意見書を提出してください。というもの。

請  願

川崎町犯罪被害者等支援条例の制定

財産の取得
購入内容

購入目的

モニター型電子黒板
校務用サーバー
授業用ノートパソコン

統合開校した川崎中学校のICT教具
備品を整備する為。

……………16台
…………………1台

…………20台

可決 3月15日、国に意見書を提出しました。



北代 俊雄 議員

2021
議員からの

ひ と とこ

至誠一貫公生涯
命がけで公僕を
貫きます

たくさん笑って
　　いこうじゃないか
どんな波でも のりこえられる
　　しわの数だけ 倖せあるさ
　笑う門には 福が来る。

今日の佳き日を
一つのステップとし
子ども達と触れ合う喜びで
歳を重ねる自分がある

やさしさと思いやりに
あふれた町づくり
～違いを認めあえる
　　　　　　社会を～

櫻井 英夫 議員

中山 信和 議員

松岡 久代 議員

樋口 秀隆  議員

手嶋 康徳 議員

千葉 加代子 議員

東日本大震災から10年、
人ごととは思えません。
笑顔が元気の源…
川崎町もコロナ禍による

『３密』をさけて
頑張ろう

本町ワイワイガヤガヤ
朝市仕入担当
今日は肉も魚も
good

かわさき議会だより 第142号 / R3.56

農業・観光・文化で
まちづくり、
がんばります！
農業は楽しい～　



寺田 響 議員
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今日も元気に頑張ろう♪
笑顔いっぱい、
優しさいっぱいの町づくり

最前線で頑張っている
皆さんへ。

「感謝の拍手」を送らせて
ください。君たちが居るから私は

川崎町の活力ある
町づくりに頑張れる

新型コロナの大変な時期では
ありますが、感染予防につとめ
今後も町民の皆さまの声を
町政へ反映させていきます。

原 節雄 議員

大谷 春清 議員

松田 孝行 議員

手嶋 真由美 議員

見月 康一 議員
コロナに負けず、
こんなときだからこそ
ピンチをチャンスに、
頑張りましょう
終息を願い、笑顔で
前向きに尽力いたします

繁永 英樹 議員
町民全体に手が届くような
議員活動をします

子ども達が
ほこれる川崎町に

これまでは無我夢中で
走ってきました。
これからは地に足を
しっかりつけて頑張ります。

川根 節生 議員

かわさき議会だより 第142号 / R3.5 7



問 まずは町内のゴミを無くすべき

答 美化活動を推進していく

一般質問 町
政
を
問
う
!!

よりよいまちづくりを
めざして

一般質問とは、定例会議において、各議員が住民の代表として、行政全般にわたり
町当局の考え方や疑問をただすことです。

町内一斉清掃の効果もあり、
各行政区担当地域ではゴミ

は少ないと感じるが他市町村に繋
がる道にはゴミが散乱している。今
後観光や教育を再生していく川崎
町にとって最初に取り組むべき重要
な問題であると考えるが改善に向
けた取り組みについて町長に問う。

県道沿いにごみが散乱して

いる状況が見受けられるの

は確かです。

　近年いろんなボランティアの方

が、町が行うイベントの前に自主的

に清掃活動しようと申し出がある状

況は続いており、美化に対しての認

識がかなり上がってきていると感じ

ています。

　今後「町民全体が一緒になって

川崎町を美化

する」という活

動を考えてい

きます。

平成28年に発足された川
崎町コミュニティ・スクール

協議会における成果と課題は。
年度ごとの学校運営を協

議・検討して年度目標を設

定し、その目標を具体的に実践して

いくボランティアの活動支援を募り、

目標達成に向けた活動を実施して

いく学校もできてきました。

　コミュニティ・スクール協議会で

年度目標が決まっても、実際に活動

を行うボランティアによる支援体制

に苦慮している学校もあります。

　今現在では学校により取り組み

内容や成果に差が出ていることが

一番の課題です。

当たり前ですが、教育にお
いて一番の責任者は保護

者である。
　家庭教育とはつまり、保護者の
意識であり、教育に対する保護者
の意識改革を行わなければ、川崎
の教育に未来はないと考える。今
後の教育改革について教育長の
考えを伺う。

人格の形成にとって大事な

就学前の家庭教育。さらに

言えば母親の胎内にいるときからの

胎児との関わり方などが特に重要

なことだと考えます。今後は保護者

のライフステージに合った講習会

等を実施して

いければと考

えています。

De・愛にある移動販売車
（軽自動車・1トン車）は地場

産業促進や買い物弱者救済の趣旨
のもと整備されたが、最近の稼働状
況についての成果と課題を問う。

採算が取れず赤字経営が

続いたという理由により、29

年以降は中止している状況です。民

間に貸し出しも含めて検討していき

ます。

議員
教育長

教育長

町長

町長

家庭教育への取り組みは問

答 講習会等を実施

議員

議員

議員

Ｄe・愛にある移動販売
車の稼働状況は

問

答 民間に貸し出し含め検討

コミュニティ・スクール
協議会の実績は

問

答 各学校の成果に
差が出ている

寺田 響 議員
てら　だ　  ひびき

かわさき議会だより 第142号 / R3.58



手嶋 康徳 議員

問 担い手農家の育成確保をすすめ、
新規就農者が参入しやすい
環境づくりを

答 積極的に支援を行う

第6次総合計画「ReBorn」
には農業振興の重点施策と

して担い手農家の育成確保を進め、
新規就農者が参入しやすい環境を
つくり、受け入れ体制を整えると、
積極的参入を支援する、とあります
が施策の具体的な取り組みは。

農業を取り巻く環境は他の

産業に比べても担い手の高

齢化、後継者不足などが急速に進ん

でおり、耕作放棄地が増加して貴重

な農地を次の世代に受け継いでい

くことが困難な状況です。その解決

策として就農希望者並びに新規就

農者からの相談を受け、関係機関と

情報を共有しながら新規農営者の

経営所得の、安定化に向けた支援

として、年間最高で150万円の資金

を最長で5年間交付する、農業次世

代人材投資事業を展開しており、今

後も積極的に支援を行っていきます。

新規就農するためには人、
農地、技術、施設や農業機械

などを購入するための資金が必要
となります。本町が所有する農地に
消費者に人気が高く、高収益が見
込まれるイチゴやミニトマトなどの
栽培施設を国、県の補助金を活用
して建設し、この施設で公募した新

規就農者に対して研修を行い、そ
の後に独立経営を支援していくと
いう取り組みをしていただきたい。

第6次総合計画「ReBorn」
には農業と観光のまちを目

指し、川崎町農産物直売所De・愛
と、隣接する安宅川周辺を観光の
拠点として整備し、道の駅について
は町全体の経済産業の活性化の拠
点として整備を行う。そして観光地
の魅力を高めるために池尻駅周辺
を総合的計画的に整備するとあり
ますが、施策の具体的な取り組み
は。

De・愛周辺の再整備を含め

て、道の駅を整備することで

町全体に大きな核が2つでき、その

核を点在する観光施設に結びつけ、

他の地域にはない観光づくりができ

ると考えます。川崎町には豊前川崎

駅と池尻駅2つの駅があり、池尻駅

は道の駅に近い駅であり、駅前の周

辺整備は必要と考えています。

川崎町の「ふれあいバス」と
同じように田川市郡ではそ

れぞれ独自に地域公共交通の取り
組みが行われています。町民の利便
性や費用対効果を考え田川市郡全
体での運行の連携と路線の充実、
整備に取り組む時期が来ている。
前回の質問では、調査、勉強して対
応していきたいとの答弁でしたが、
その後の経過はいかに。

かねてより町民の皆様の要

望があることは理解していま

すが、川崎町から後藤寺駅や田川

病院など、必要な箇所にバスを運行

することは現在検討中です。

令和という新しい時代の魅
力のある新しいまちづくり

には、田川地区の広域連携による
地域公共交通への取り組みが、一
丁目1番地であります。現在田川地
区では一部事務組合による広域で
の公共サービスが展開されていま
すが、同様に町民福祉の向上のた
め広域連携による地域公共交通の
整備、充実にも取り組んでいただく
ことを切に願います。

議員

議員

議員

議員

町長

町長

町長

議員

池尻駅を総合的に
整備する？

問

答 道の駅と併せて取り組む

地方公共交通の
広域連携を！

問

答 町から田川市や
必要な箇所に延ばしていく

て　しま　  やす  のり

かわさき議会だより 第142号 / R3.5 9



川根 節生 議員

本町の基幹産業である農業
を守り、農業振興を図ってい

くための環境整備は大変重要です。
高齢化が進み後継者不足も深刻で、
担い手農家に農地を貸し出すにし
ても農地整備、農道や水路などの
周辺施設への整備を含めどのよう
に推進していくのか。

農業は町の基幹産業であり

力を入れていきたい。農家と

町が農業をどのように進めていくの

かを考え、高齢化が進むなかで担

い手不足を解消するためにも収益

を上げなければ継続できない。

　それには農業法人化や集団的な

農業経営が必要であり今後、農家と

手を携えて農業経営のあり方を考え

ていきたい。

農地を営農組合、農業法人、
担い手農家へ集約するため

にどの様な支援が必要だと考えて
いますか。

農業の基本的な問題は高齢

化による人材不足を解消す

ることです。集約化した農地農業形

態が必要だと考えます。集落座談会

等で問題点を今後の集約化の推進

に役立てていきたい。

　農家に対しての支援は様々な形

で必要に応じて申し出て頂きたい。

町として色々な事案が生じても必ず

町民のため、農家のために積極的

　

に国、県に相談し事業支援をしてい

きたい。

有害鳥獣による被害は年々
増加をしています。前回でも

質問しましたが農作物への被害を防
止するにはどのように取り組んでい
かれるのか。

令和3年度は、有害鳥獣の捕

獲単価を増額し駆除に対し

ての資金を上げたいと考えています。

「罠」や「柵」の配布も例年行っていま

すが住民の要望に応えられるような

量を増やしていきたいと思っています。

　なお、今年度はICTを利用した

「罠」の動作管理システムを6機導

入します。

町民が安心して暮らすこと
ができる住環境の整備は大

変重要であるとの見解を示されて
いますが、人口減少を見据えた最
終的な適正戸数はどれくらいだと
考えていますか。

現在、町営住宅の長寿命化

計画を策定し、2030年にお

ける町営住宅の世帯数を1680世帯

と推計し、将来的な適正戸数は1700

戸程度と考えています。

現行での町営住宅の申し込
みから入居までの手順とそ

れに要する期間がどれくらいかか
るのか。

申し込みから鍵を渡すまで

の期間は平均2カ月から2カ

月半程度かかります。公営住宅に入

られる方は長く住まわれる方が多く、

退去される場合大がかりな改修に

なり全体的な工事になります。

　少しでも早く入居できるように対

応してまいりたい。

改修に要する期間が長いと
感じます。入居を希望される

方は期間に余裕がない方が多くお
られます。空きが出た時点で次の入
居が決まっていなくても、傷んだ箇
所の補修をしていればその空き部
屋にすぐに入居できるのではない
でしょうか。
　1日でも早く入居ができるよう
に改善をして頂きたい。

前もって空いているところを

整理していればいいという

考えもありますが、入居率は下がっ

ていて空き部屋が多くあります。随時

募集でいつでも入居出来るように改

正しております。空き部屋が出て改

修しても条件が合わないという事も

あり、出来るだけ早く入居できるよう

な改善を考えて参りたい。

議員

議員

議員

議員

町長
町長

議員

議員

町長

町長

町長

町長

農業振興を図っていくための
環境整備を

答 農業は基幹産業
力を入れていきたい

問

町営住宅の適正戸数は問

答 将来的な建設戸数は
1700戸程度

かわ　ね　　せつ　お
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手嶋 真由美 議員

問 ヘルプマーク啓発の取り組みは

答 広報紙・ホームページを使って
広報する

昨年5月から、福岡県では
希望する方にヘルプマーク

が配布されるようになったが本町
では何人、申請をされましたか。

令和3年2月末現在、8名の

方が申請をされています。

ヘルプカードについては保
持している人数を把握して

いますか。
ヘルプカード自体は役場の

窓口、保健センター、総合福

祉センター、町立病院、コミュニ

ティセンター等で配布し、どなたで

も自由に手にする事が出来るため

保持者数はつかめませんが、県か

ら支給された数は400枚で130枚

ほど使われている状況です。

ヘルプカード・ヘルプマー
クの活用については、本町

でもまだよく知られていないのが
現状ですが、今後の利活用を含む
啓発の取り組みはどうしますか。

今後も広報紙やホームペー

ジ等を使って広報し、理解

を求めていきたい。

コロナ禍の中で、生活様式
も変化しデジタル化が進ん

でいます。スーパーやコンビニでは
PayPayなどの支払いでキャッシュ
レス決済が増えました。本町でも
住民にとって便利なコンビニ納付
など取り入れてはどうか。

町においても住民票や戸

籍、印鑑証明等の手数料、

税金納付等のキャッシュレス化導

入をしたらどうかという議題で検討

は進めているところで、費用対効果

を考えればマイナスが多いが住民

の利便性は高いものがある。今から

将来に向けたキャッシュレス化に向

けた取り組みを推進していきたい。

本年４月から北九州市で
は、子ども医療費を高校生

まで拡充します。これには県の助
成対象が中学生まで拡大される予
定の背景がありました。本町では
現在、中学生まで医療費が無料で
すが高校生までの拡充をする考え
はないか。

高校生まで拡充する事につ

いては、現在本町では子育

て世代の支援として給食費も含め

て保育料の無償化等も行っていま

す。子育て世代の支援と充実その

他、福祉の充実を行っていますの

で、全体的な枠で町にふさわしい

支援のあり方を

考えていきたい

と思います。

議員

議員

議員

町長
議員

町長

町長

町長

便利なコンビニ納付の
導入を

問

答 キャッシュレス化に向け、
取り組みを推進

議員

町長

子ども医療費助成を
高校生まで拡充できないか

問

答 町にふさわしい
支援のあり方を考える

て　しま　　ま　  ゆ　　み
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原 節雄 議員

前回、儲かる農業について、
どのように行うかの質問を

しました。
　よく検討をするが、急ぎ過ぎたら
非常にお金がかかるという問題が
出てきました。
　今、それぞれの小組合で行って
いる協議の内容を説明していただ
きたい。

今進めているのは、人・農

地プランです。

　集落座談会で5年後、10年後に

自分の農地をどうしていくかという

ことを話し合って、それを地図に書

いて現地に入り、農地を守っていく

ためにはどうしていくかということを

話し合っております。

稲作については、もう既に
形はできております。田ん

ぼについては圃場整備をしながら
でも改革し推進したいという話が
ありましたが、畑はどうするのか。
畑は草が生えて、竹藪になって、イ
ノシシの巣になります。
　問題は稲作が終わって麦を植え
付けたあとに何の作業をするのか。
　今後は年間通じて働く場の推進、
地区の小組合の統合、箱物の推進
が必要と思いますが。

農業普及所と農協等の知

恵を借りながら、現在農政

については執り行っています。

　箱物は高収益を見込める農業で

あり、地域ごとにまとまってやるのも

大変良いと理解しています。

　現在はまだ全体的な将来像がそ

こまでいってません。今後、農地の集

約化等も踏まえて高収益農業を取り

入れ将来の農業に向けていきたい。

　箱物はすごくお金がかかるが、県

の補助金等の事業もあります。大き

な事業になるので、慎重にそして積

極的に考えてまいりたい。

箱物農業の推進を

答 大きな事業
慎重かつ積極的に考える

問

議員

議員

町長

農林振興
課長

はら　 せつ　お

かわさき議会だより 第142号 / R3.512



他に男女共同参画について質問
しました。

問 NET119の導入を

答 地区消防に要望を強めていく

NET119緊急通報システム
は、音声による119番通報

が困難な聴覚・言語機能障がい者
が円滑に消防への通報が行える
ようにするシステムです。国は平成
3０年障害者基本計画で令和2年
度までにすべての消防本部でこの
システム導入を目標とし、地方交
付税措置も行っていますが、福岡
県内で導入されていないのは、飯
塚と田川地区消防本部だけです。
火災が発生した場合、通報が困難
な方たちのために早急に導入の働
きかけをしていただきたい。

現在、消防本部には、導入の

予定はないということですが、

今後さらに要望を強めていきたい。

きれ い な 水 とト イレ は
SDGsで決められた国際社

会共通の目標です。寒い冬に冷た
い便座に座るのは、ヒートショック
にもつながります。障がい者用トイ
レと洋式トイレの温座化を取り組
んでいただきたい。

1月中旬から改装を始め、1

階の洋式トイレ、多目的トイ

レは、温座にかわっています。

関連施設の障がい者用ト
イレは。
保健センターと隣保館は

すべての洋式トイレは温

座化、安宅ふれあいセンターは多

目的トイレのみが温座化。その他の

洋式トイレは通常通りです。

庁舎内のトイレの手洗いは
非接触型ですが、小中学校

はどうなっていますか。
新中学校のトイレは、非接触

型ですが、小学校はどこも非

接触型になっていません。感染予防

等を考えると非常に重要と考えてお

りますので、今後、学校の改修時、ト

イレの洋式化等を検討するなかで

手洗い部分につきましても検討して

いきたい。

　　　　　 

基礎学力の向上のため、学
習習慣の定着が必要です

が、どのような対策を考えていま
すか。

放課後を活用した「学びっこ

教室」「チャレンジ教室」など

学校である程度、宿題や読書が終

えられる対策を今後も継続したい。

宿題の出し方や1日数分でも保護

者に関わっていただく事で宿題忘

れがなくなったという実践報告も上

がっているので、学校で検討し実施

してもらいたい。

学習内容が高度になり、タ
ブレットを利用した授業も

増えてきます。教師の負担が大きく
なることが懸念されますが、自信
をもって授業するための研修等は
計画していますか。

各学校の先生方が一番不

安に思っていることはICTの

導入です。しかし、一旦、機器の操作

方法や使用方法を習得すれば、最

終的な先生方の負担は軽減される

と考えております。1学期はICT支援

員に入っていただいて先生方の負

担軽減を図っていきます。また研修

につきましても、1学期から夏休みま

での期間を使って重点的に行って

いき、先生方の不安からくる負担を

減らしていきたいと考えています。

議員 議員

議員

議員

議員

町長

教育長

教育長

教育長

町長

洋式トイレの温座化を問

答 対応をしている

議員

学習習慣の定着を図る
対策は 

問

答 良い実践報告を検討し実施

千葉 加代子 議員

防災管財
課長

ち　  ば　　  か　 よ　　こ
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委員会レポート
委員会の活動状況を報告します

議会では年4回の定例会の休会中は、それぞれの委員会に分かれ、所管の現地調査や机上審議をしています。

総務常任委員会

ふれあいバスの調査を行いました 職員の適数配置は、継続して調査
　広報広聴常任委員会で、ふれあいバスの利用者の

方々に聞き取り調査を行った結果をもとに調査をしま

した。

　委員会で職員1人当たりの作業金額を算出したと

ころ、類似団体の8自治体職員の平均を大きく上回り

ました。他の自治体がやっている作業を、川崎町では

それ以上の人員が必要になっている理由について執

行部に尋ねました。

　執行部からは、他の市町村ではあまりない公立の

老人福祉施設である愛光園や幼稚園、保育園などを

抱えており、そこで勤務する職員がいること。他の市町

村に比べて町営住宅も多く、また老朽化している住宅

もあるため、携わる職員が自然と多くなること。そして

住宅新築資金や税金の滞納整理、住民福祉などに携

わる職員が他の市町村よりも多いこと、などが考えら

れるとの回答でした。

　委員会からは、なぜ川崎町の職員が多いように思

われるのか、また他の市町村に比べてなぜ多いよう

に見えるのかを広報やホームページ等を通じて、町

民が納得が出来る、わかりやすく整理したものを町民

に知らせるよう提言しました。委員会としても継続して

調査していき、執行部と共に職員の適数配置につい

て取り組んでいきたいと考えています。

もっと 
知りたい！

Ｑ１．時刻表が小さい。

バス停のところにある表示を大きくして、
かつ文字も大きくして作り直そうと考え
ている。

Ａ1.

Ｑ2．内木城まで延伸できないか。

委員会などに諮って、可能であれば延伸
したいと考えている。

Ａ2.

Ｑ4．大島団地にも行って欲しい。

今は設立当初に一番よいと考えた5
コースとなっている。大島団地に行くと
なると、このコース自体を抜本的に変え
ないといけなくなり、今のままでは運行
できなくなると思う。

Ａ4.

Ｑ3．町外まで行って欲しい。

西鉄バスや民間のタクシー会社との兼
ね合いもあり、また補助金の基本的な部
分が壊れてしまうのという問題がある
が、住民からの要望があるのであれば、
前向きに関係市町村と協議したり、ほか
の補助金を探すなどということも含め、
検討していきたい。

Ａ3.

かわさき議会だより 第142号 / R3.514
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民生文教常任委員会

明るくなりました

完成しました

いつまでかかる？通学路

新型コロナウイルス感染対策
　町立図書館の照明のＬＥＤへの取替について、現地

視察に行きました。工事中でしたが、以前に比べ大変

明るくなっています。利用者、特に高齢者からは喜ばれ

るのではと感じています。（既に工事は完了しています。）

　増築が完成した川崎小学校学童クラブを視察しま

した。

　大変、立派なものが出来上がっております。

　十分な広さもあり、要望していました児童の安全も

指導員が常に確認できるようになっていました。

　増築した川崎小学校学童については、定員を増や

すようですので、委員会から申請児童全て受け入れら

れるような体制づくりをお願いしました。

　以前から尋ねていました学童クラブの入所の受付

等について回答がありました。

　入所受付を令和3年1月に行い、申請書の配布も

12月初旬に変更し、これにより1カ月以上の期間がと

れ、添付書類の準備の時間もとれるようになるとのこ

とです。

　入所の審査方法を令和3年度からは担当課で選定

をしていくよう改善をしたそうです。

　新型コロナウイルス対策の取り組みですが、防災

無線による周知、窓口に飛沫感染防止のパネル設置

帰庁時に職員による消毒を行い、令和2年2月28日

に新型コロナウイルス対策本部を設置し、令和3年1

月までに15回の会議を設け、情報の共有、対応等の

協議があったとのことです。

　委員から、来庁者がマスクを着用していない時はど

うするのかとの質問がありましたが、今のところマスク

未着用の来客はおらず、今後そのような場合は、マス

ク着用をお願いし、万が一拒否をすれば入庁を断る

などの措置を講じるなど関係課と協議し、感染予防に

努めたいとのことでした。

　なお、感染防止対策として、庁舎正面入口とコミュ

ニティセンター入口に自動検温器が設置されました。

　新型コロナウイルスのワクチン接種は国が示して

いる優先順位に応じ接種を開始する予定で準備を進

めています。

　集団接種を予定しているとのことですので、ワクチン

接種には万全の体制を期していただくよう要望しました。

　以前から調査をしています川崎中学校への太田側

から通学路ですが、補助金を受けるための準備をし

ているそうですが、令和3年5月に要望し、令和4年に

測量・設計等になる予定で、まだまだ時間がかかりそ

うです。

　委員会から生徒

の安全確保につい

ては再三お願いして

いますので、最短で

の工事に向け全力

で取り組むよう要望

しています。

学童クラブの申請受付等が改善

▲パピルスホール

▲川崎小学校学童クラブ

▲太田付近の通学路
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Ｑ１．町営住宅の現状は？

入居可能な空家は55戸程度です。耐用

年数が過ぎている住宅は新規の入居を

停止しています。1棟全てが空家になれ

ば除却していく予定です。

Ａ1.

Ｑ1．新規就農者はいるの？

現在は5名の新規就農者の方々が川崎

町で農業に励んでいます。町からの支援

として、町有地の貸し出し、農機具の貸

し出し、露地栽培に必要な資材の一部

助成を行って新規就農者の確保に努め

ています。

Ａ1.

Ｑ2．火災などに遭って
住めなくなった場合の対応は？

緊急入居できる住宅を2戸程度用意し

てあります。補修等の期間を待ってもら

えればその他の空いている住宅に入居

もできます。

Ａ2.

Ｑ3．被災者が高齢の場合、緊急入居の住宅は
１階にしてあげられないか？

緊急入居用の住宅は、公募にも随時募

集にもかからなかったところを取って

ある。1階は希望する方でうまってしま

うので、難しいです。

Ａ3.

町営住宅を調査

農業への取り組み

Ｑ2．その他、売り出す取り組みは？

ふるさと納税の返礼品にできるよう、企

画情報課や配送業者と協議している。

１月にはテレビやラジオでも取り上げ

てもらいました。今後De・愛で行われる

イベントにも積極的に参加して売り出し

ていきます。

１月からは焼き立てもレジの前で売っ

ています。

Ａ2.

Ｑ1．特産品のアップルクーヘンの売り場が
分かりにくい！

De・愛に新しいショーケース型冷蔵庫

を買って、そこに陳列している。ポップも

設置し目につくようにしています。

Ａ1.

特産品を調査

ここで研究・作成して
となりの直売所で販売中！

De・愛の加工所

建設産業常任委員会

かわさき議会だより 第142号 / R3.516
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令和2年度　議員会議出席表

本
会
議

常任委員会

総務 民生 建産
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北代　俊雄
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寺田　響
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6
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補
正

予
算

大

　谷

松

　岡

樋

　口
　原
千

　葉

寺

　田

見

　月

繁

　永

松

　田

手
嶋（
康
）

川

　根

手
嶋（
真
）

北

　代

中

　山

令和2年度  第11回川崎町議会（2月会議） と議  案  一  覧 賛  否  結  果
賛　否　の　結　果

内　容案　件区
分

財
産 財産の取得

一般会計

P5 を参照 （可決）簡易表決

P4 を参照 （可決）簡易表決

大

　谷

松

　岡

樋

　口
　原
千

　葉

寺

　田

見

　月

繁

　永

松

　田

手
嶋（
康
）

川

　根

手
嶋（
真
）

北

　代

中

　山

令和2年度  第10回川崎町議会（1月会議） と議  案  一  覧 賛  否  結  果
賛　否　の　結　果

内　容案　件区
分

選
挙

一般会計

斎場組合議員選挙

Ｐ4 を参照 （可決）簡易表決

田川地区斎場組合議員を選出するもの （当選）寺田 響 議員

補
正

予
算

大

　谷

松

　岡

樋

　口
　原
千

　葉

寺

　田

見

　月

繁

　永

松

　田

手
嶋（
康
）

川

　根

手
嶋（
真
）

北

　代

中

　山

令和2年度  第12回川崎町議会（3月定例会議） と議  案  一  覧 賛  否  結  果
賛　否　の　結　果

内　容案　件区
分

諮
問

選
任

規
約

発
委

報
告

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

専決処分（勤労青少年ホームの設置
及び管理に関する条例の一部改正）

人権擁護委員候補者の推薦につき意
見を求めること
川崎町固定資産評価審査委員会委員
の選任

田川郡町村公平委員会共同設置規約
の一部改正

町長等の損害賠償責任の一部免責に
関する条例
町立病院の役員等の損害賠償責任の
一部免責に関する条例

学童クラブ施設の設置及び管理に関
する条例

大型作業場等の設置及び管理に関す
る条例

福岡県市町村職員退職手当組合を組
織する地方公共団体の数の増加及び福
岡県市町村職員手当組合規約の変更

政治倫理条例の一部改正

犯罪被害者等支援条例

重度障害者医療費の支給に関する条例

附属機関の設置に関する条例

専決処分（一般職の職員の給与に関す
る条例の一部改正） 条例内の文言の変更

条例内の文言の変更

P5 を参照

川崎町農業振興促進協議会を
新たに付属機関として設置するもの

善意かつ重大な過失のない場合
損害賠償責任の一部を免れる

善意かつ重大な過失のない場合
損害賠償責任の一部を免れる

P5 を参照

任期満了に伴い、縣 秀晴 を
再任するもの

任期満了に伴い、谷 文和 を
再任するもの

田川地区広域環境衛生施設組合が
新規設置することに伴い
規約の中に追加するもの

田川地区広域環境衛生施設組合が
新規設置することに伴い
規約の中に追加するもの

報告のため採決はありませんでした

報告のため採決はありませんでした

（可決）簡易表決

（適任）簡易表決

（同意）簡易表決

（可決）簡易表決

（可決）簡易表決

（可決）簡易表決

（可決）簡易表決

（可決）簡易表決

P5 を参照 （可決）簡易表決

条例内の文言の変更 （可決）簡易表決

町立病院評価委員会条例 条例内の文言の一部追加 （可決）簡易表決

条例内の文言の一部削除 （可決）簡易表決

（可決）簡易表決



議会日誌
1月 2月 3月

22日

20日

7日 第10回川崎町議会（1月会議）

5日 議会運営委員会

民生文教常任委員会

10日
全員協議会

第11回川崎町議会（2月会議）

2日

3日

4日

5日

9日

10日

12日

15日

30日

本会議

委員会（総務・民生・建産）

議会運営委員会

本会議・広報広聴常任委員会

予算決算常任委員会（補正）

建設産業常任委員会

予算決算常任委員会（当初予算）

本会議（一般質問）

本会議（最終日）

議会運営委員会

29日 建設産業常任委員会

常任委員会

常任委員会

第12回川崎町議会（３月定例会議）

常任委員会

8日・24日

16日・25日

19日

議会運営委員会

総務常任業委員会

民生文教常任委員会

26日 建設産業常任委員会

総務常任委員会

建設産業常任委員会

広報広聴常任委員会13日・18日

※簡易表決とは…あらかじめ議員全員の賛成が見込まれる場合に、議長が賛成者の起立を求めず「異議ありませんか」と諮る
　　　　　　　　ことにより可否を問う採決方法です。

議会の傍聴においでください
◎6月　1日…本会議（初日）
◎6月　4日…本会議（中日）
◎6月　9日…本会議（一般質問）
◎6月10日…本会議（最終日）
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次回定例会
予定

補
正
予
算

計
画

当
初
予
算

川崎町第４次障がい者福祉基本計画
及び第６期障がい福祉計画並びに第２
期障がい児福祉計画

第９次川崎町高齢者保健福祉計画

川崎町地域福祉計画

第３次川崎町男女共同参画プラン

一般会計 P4を参照

町行政の各分野それぞれの
方向を決める計画

町行政の各分野それぞれの
方向を決める計画

町行政の各分野それぞれの
方向を決める計画

町行政の各分野それぞれの
方向を決める計画

（可決）簡易表決

（可決）簡易表決

（可決）簡易表決

（可決）簡易表決

（可決）簡易表決

特別会計 P4を参照

一般会計 P2を参照

特別会計 P3を参照

（可決）簡易表決

（可決）簡易表決

（可決）簡易表決
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櫻

　井

　英

　夫

中

　山

　信

　和

松

　岡

　久

　代

手

　嶋

　康

　徳

川

　根

　節

　生

寺

　田

　
　
　響

手

　嶋

　真
由
美

　なかなかコロナが収束しない。もうそろそろいいコロナと言いたくなってし
まう。三密をさけ不要不急の外出は控えるようにと、行政指導があるものの、
人の心理としては、春の訪れと共にドライブや旅行に出かけたくなります。
経済を優先させるか、コロナの感染を収めるために外出を抑えるか、頭の痛
いところだと思います。
　頼みの綱のワクチン接種が始まり、プロゴルファー松山さんのマスターズ
優勝という明るいニュースが飛び込んできました。コロナに負けてたまるかと
いう気持ちを持って「気」を充てんさせていただきたいと願います。

ワクチン再接種の助成・
骨髄移植ドナー助成制度の導入を！

●ワクチン再接種対象者　

　造血細胞移植後、医師が予防接種ワクチンの再接種が必要と

　認める者

今回の

将来の夢
＊野球選手。

小学校に行ったら
＊たくさん勉強をして友だちと
  いっぱい遊びたいです。

ぞう組の思い出
＊バスハイクに行ったことや、運動会で鼓隊のトリオをした
  こと。
  発表会、演奏会、そして第九でがんばったことです。

主人公

（緑保育園 年長児）
さん元木 悠太

もと き　ゆう た

手嶋真由美議員　2020年9月議会質問


